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【 は じ め に 】地 方 病 性 牛 白 血 病（ E B L ）は 発 症 時 期 や 症

状 が 不 定 な た め 農 場 で の 摘 発 が 難 し く 、 と 畜 場 で の 摘

発 も 多 い 。 農 場 で の 早 期 摘 発 の 一 助 と す る た め 、 と 畜

場 で の 摘 発 事 例 の 調 査 及 び 農 場 で の E B L 症 例 の 病 態 の

比 較 を 行 っ た 。 【 材 料 及 び 方 法 】 H 2 2 ～ 2 6 年 度 の 府 北

部 と 畜 場 で の E B L 摘 発 状 況 及 び 搬 入 所 見 を 調 査 。ま た 、

今 年 度 、 診 療 依 頼 の あ っ た 3 症 例 の 診 断 ま で の 経 過 を

比 較 。 【 結 果 】 と 畜 場 で の 摘 発 数 は 3 , 6 1 2 頭 中 4 2 頭 。

う ち 1 8 頭 が 健 康 畜 で 病 畜 2 4 頭 の 診 断 名 は 肝 炎 や 関 節

炎 等 様 々 。 農 場 摘 発 症 例 ① 黒 毛 和 種 雌 6 歳 。 熱 射 病 を

疑 い 加 療 。白 血 球 数（ W B C ）は 3 0 病 日 ま で 4 , 6 0 0 ～ 3 , 3 0 0 /

μl で 推 移 。 4 7 病 日 に 体 表 リ ン パ 節 複 数 腫 大 か ら E B L

を 疑 い 、 5 1 病 日 に 鑑 定 殺 。 ② 乳 用 種 雌 4 歳 。 乳 房 炎 を

疑 い 加 療 。W B C 4 1 , 2 0 0 / μl で 起 立 不 能 、心 音 不 整 を 呈 す 。

2 病 日 に 異 型 リ ン パ 球 4 5 . 5 % を 確 認 し E B L を 疑 う 。5 病

日 に 死 亡 。 ③ 乳 用 種 雌 5 歳 。 乳 熱 を 疑 い 加 療 。 W B C は

初 診 時 の 2 3 , 2 0 0 / μl か ら 漸 減 し 6 病 日 に 1 3 , 0 0 0 / μl  。

2 病 日 以 降 、腎 臓 及 び 浅 頚 リ ン パ 節 腫 大 し E B L を 疑 う 。

6 病 日 に 鑑 定 殺 。精 密 検 査 で い ず れ も E B L と 診 断 。【 ま

と め 】 E B L の 病 態 は 多 岐 に わ た り 、 初 期 の 臨 床 症 状 や

単 回 の 血 液 検 査 で は 見 逃 す 恐 れ が あ る 。 農 場 で は 常 に

E B L の 可 能 性 を 念 頭 に 置 き 、 詳 細 な 臨 床 症 状 の 観 察 と

抗 体 価 や 血 液 像 の 変 化 を 適 時 確 認 す る こ と が 重 要 。  


